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『まなこ』は文字通り「眼」。人やまちや文化や地球を、男女共同参画の視点＝「まなこ」で見ていこう！という思いで名付けられました。
1991年創刊以来、市民が企画･編集にかかわっています。

まなこ

◎
綴
じ
込
み
返
信
は
が
き
で
、
ご
意
見
や
ご
感

　

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
次
号
は
平
成　

年
、

　
　

月
初
旬
発
行
予
定
で
す
。

今
回
は
、
学
校
か
ら
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
生
徒
の

リ
ア
ル
な
感
想
も
聞
け
、
感
謝
感
謝
で
す
。大
人
で
も
職
場

体
験
が
で
き
る
な
ら
、ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
。（
杉
田
真
奈
美
）

三
浦
先
生
取
材
後
、
小
１
の
娘
と
キ
ッ
ザ
ニ
ア
へ
。ど
の
子
も
目

を
輝
か
せ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

働
く
の
が
楽
し
い
！
　　
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
で
皆
育
っ

て
ほ
し
い
。　　
　

　
　
　
　　
　
　
　
　　

（
友
野
そ
の
子
）

編
集
委
員
に
な
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
新
た
な
学
び
の
機

会
。学
び
続
け
る
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
は
「
勉
強

し
ろ
」
と
い
う
よ
り
効
果
的
！
…
と
信
じ
た
い
。　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
藤
田
和
香
子
）

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
、
大
人
が
レ
ー
ル
を
敷
く
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
と
自
主
性
を
尊
重
し
た
上
で
な
り

た
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。こ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
子
ど
も

達
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
丸
山
麻
帆
）

何
で
も
自
分
に
ぴ
っ
た
り
合
う
も
の
を
探
す
の
は
難
し
い
。ま

し
て
や
、
一
生
の
仕
事
と
な
る
と
簡
単
に
は
い
か
な
い
。子
ど

も
に
は
、若
い
う
ち
か
ら
興
味
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
自
分
の
将
来
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。そ
の
過
程
も
素
晴
ら
し
い
、
人
生
の

キ
ャ
リ
ア
の
ひ
と
つ
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。　

　
（
矢
後
麻
美
）
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『まなこ』は市役所、市政センター、図書館、コミュニ
ティセンター、駅、医療機関、美理容院、大型店舗、金
融機関、おふろやさんなど市内の約450か所に置いてあ
ります。バックナンバーをご希望の方は、市民活動推進
課男女共同参画担当まで。

市民活動推進課 男女共同参画担当から
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平
成

サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
！

年
度　『
ま
な
こ
』サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

■
市
川
優
花（
30
代
）吉
祥
寺
北
町
在
住

　

子
育
て
一
年
生
。仕
事
を
含
め
生
活
に
多
く
の
変
化

　

が
。
男
女
共
同
参
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

　

学
び
、
あ
ら
た
め
て
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
を
見
つ

　

め
た
い
で
す
。

■
入
江
規
夫（
30
代
）関
前
在
住　

　

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
、

　

地
域
と
の
か
か
わ
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

　

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
江
口
寛
美（
40
代
）吉
祥
寺
本
町
在
住

　　　　　　　　　　　　　　
　

の
出
産
。子
ど
も
の「
か
あ
ち
ゃ
ん
」の
声
を
宝
物

　

と
し
て
、
笑
顔
で
子
ど
も
に
振
り
向
く
暮
ら
し
を
大
切

　

に
し
た
い
で
す
。

■
岡
田
礼
子（
60
代
）吉
祥
寺
南
町
在
住

　

男
女
共
同
参
画
、
堅
く
難
し
い
響
き
で
す
が
具
体
的
な

　

テ
ー
マ
は
、
身
近
な
こ
と
ば
か
り
。さ
び
つ
い
た
頭
を

　

活
性
化
す
る
き
っ
か
け
と
期
待
大
で
す
。

■
神
谷
奈
央
子（
30
代
）吉
祥
寺
南
町
在
住

　

出
産
・
育
児
を
通
し
て
男
女
が
共
に
協
力
す
る
こ
と

　

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。微
力
な
が
ら
自
身
の
経

　

験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
！
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◉男女共同参画推進団体活動補助金について
　男女共同参画推進団体が男女共同参画社会の
実現に向けて行った研修・調査・研究等の活動
に対し、活動の活性化と市の施策の推進を目的
として、経費の一部を補助しています。
　補助金の交付は、１団体各年度 1回､上限 5 万
円です。申請団体が多数の際や審査結果により、
交付されない場合もあります。手続きは市民活
動推進課へお問い合わせください。
平成27年度７団体実施（①団体名②内容）
＊①HBB(Happy and Boon Buddy) ②講演会
「社会的養護について学ぶ～地域社会でできること～」
＊①武蔵野ブラショフ女性問題研究会 ②シンポ
ジウム「皆は同じ、でもその実違う」
＊①NPO 法人保育サービスひまわりママ内ひま
わりママ　②講座＆ワークショップ「きっとあるあ
なたの楽しい未来図～地域の中で支え合って～」
＊①共同参画むさしの　②上映＆監督トーク「百
合祭」
＊①ゆう3　②講座「パパ＆ママとおもちゃをつ
くってあそぼう！Part2」
＊①らっこの会　②講座「ユング心理学から見
たジェンダー～自分らしく生きるために」
＊①日本の歴史と教育を考える会　②講演会「育
メン・育ジイの果たす役割について」
◎平成 28 年度の男女共同参画推進団体登録は22
団体です。（平成28年６月１日現在）

キャリア教育って？
◉男女共同参画フォーラム2016を実施しました
・記念講演会「子どもの貧困を考える」(6/21)
・クラシック音楽とジェンダー（6/18）
・オトコの地域活躍 in むさしの (6/19)
・データを職場環境改善のチカラに in 東京 2016
　(6/19)
・ネパール女性の活躍に見る震災復興と自立への
　道 (6/20)
・やりたいことを実現させるためのコミュニケー
　ション術☆ (6/24)
・親の知らない、中高生のリアル ＪＫビジネスの
　危険　（6/24）
・あなたの「からだ」の声、聞こえていますか（6/25）
・ネファリアス～売られる少女たちの叫び～　
　(6/25)
・ＬＧＢＴの子どもの過ごしやすい地域について考
　える（6/25）
・パネル展示(武蔵野プレイス：6/18～27、市役所：
　6/28～7/4)
※詳細レポートは「そよ風」54号をご覧下さい！

【お詫びと訂正】『まなこ』96号 (平成 28 年３月
発行 )５ページ図「就学援助についての問合せ」
に誤りがありました。お詫びして訂正します。
誤）教育支援センター　TEL 0422-60-0899
正）教育支援センター　TEL 0422-60-1899

市民部市民活動推進課　男女共同参画担当
〒180-8777　武蔵野市緑町 2-2-28 
TEL　0422-60-1869    FAX　0422-51-2000
E-mail　SEC-KATSUDOU@city.musashino.lg.jp  
URL  http://www.city.musashino.lg.jp

○キャリア教育とは、子どもの「生きる力」を育むためのもの
○子どもたちの将来を“水路づけ”していませんか
○市内中学校の職場体験から
○責任が格段に違うと実感
○デジタル教科書で子どもたちの可能性を広げたい

P2

P3

P4

P6

P7
２8

活動補助金事業を紹介します
企　画：講演会「ユング心理学から見たジェンダー
　　　　　　　　～自分らしく生きるために」
日　時：２月29日 (月 ) 14：00～16：00
会　場：クラフトハウスばく
講　師：早乙女紀代美（白百合女子大講師
            ・ユング研究会相談室カウンセラー）
参加者：24 名
主　催：らっこの会

男性 4 人を含む20～80 代と幅広い年齢層の市
民に参加いただき、講師のパワフルで楽しいお話
を伺いました。自分の生きづらさの原因をさぐるこ
とで、「親」や「女性」という役割、ジェンダーにとら
われず、女性も男性も自分らしく生きる力＝自己肯
定感を育むヒントをいただきました。他市で講師の
講演会を開催している団体の参加もあり、情報交
換をすることもできました。

　むさしのヒューマン・ネットワークセン
ターは、武蔵野市の男女共同参画推進の拠
点として、性別等にかかわらず誰もが自分
らしく生きられる社会の実現を目指し活動
しています。男女共同参画に関する情報の
提供、各種講座の開催などを行っています。
また、センターの会議室やフリースペース
では登録団体の方々をはじめ広く市民の
方々の自主学習会や交流などが行われてい
ます。どなたでもご利用できますのでお気
軽にお越しください。

ご存知ですか？
「むさしのヒューマン・ネットワークセンター」

▶講座の詳細・お申し込みは市報やセンターの
　ホームページをご覧ください！
　http://www.mhnc.jp/

＜これからのセンター主催講座予定＞ 
10月  1日（土）「男女共同参画をめぐる地域での
　　　　　　　　　センターの役割（仮）」
10月29日（土）「最近「男」もつらいのはなぜなのか？（仮）」
11月12日（土）・19日（土）モラハラ・DV連続講座
　　　　　　　　～子どもへの影響（仮）
11月20日（日）「シネマプレイス with ヒューマン（仮）」
　　　　　　　　（プレイスとの共催）
11月26日（土）ディズニーアニメで学ぶメディアリテラシー

＜センター利用案内＞
◆住　　所：武蔵野市境2－10－27　武蔵境市政センター2F
◆TEL/FAX：0422-37-3410　
◆E -ma i l : mhnc@tokyo.email.ne.jp
◆開館時間：月～土曜日　9:30～17:00
◆休 館 日：日曜日・祝日・年末年始
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高
い
失
業
率
や
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
若
年
者
の
増
加
が
、
近
年
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
社
会
人
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
な
教

育
を
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態

度
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達

（
社
会
の
中
で
自
分
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
し
て
い
く
過
程
）

を
促
す
教
育
を
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
し
て
定

義
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ
の
指
導
と

い
え
ば
、
上
級
校
へ
の
「
進
路
指
導
」
を
指
し

て
い
て
、
そ
の
際
に
偏
差
値
に
合
わ
せ
て
目
標

と
す
る
学
校
を
決
め
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
決
め
た

学
校
に
進
学
し
て
も
、
満
足
感
を
得
ら
れ
ず
に

退
学
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を
転
々
と
す
る
…

と
い
っ
た
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
「
職
場
体
験
」
は
、
自
分
が
体
験
す
る

職
場
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
数
日
間
の
職

場
体
験
を
通
じ
、
勤
労
観
や
社
会
と
の
か
か
わ

り
か
ら
自
分
が
ど
う
生
き
る
か
、
ど
ん
な
仕
事

に
就
く
か
を
考
え
る
機
会
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

時
代
は
変
化
し
、
今
や
情
報
化
社
会
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
知
識
や
技
能
を
活

用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
、

今
後
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
能
力
を
、
義

務
教
育
段
階
か
ら
育
も
う
と
な
っ
た
の
が

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
成
す
べ
き
力
で
あ
る

「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
は
、
大
き
く
４
つ

の
能
力
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
１
つ
め
が
、
人
間

関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
な
ど
の
能

力
で
す
。
こ
の
能
力
は
、
社
会
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
生
活
し
、
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
２
つ
め
が
自
己
理
解
・
自

己
管
理
能
力
で
、
自
分
の
よ
さ
や
特
性
を
理
解

し
、
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
を
前
向
き
に
と

ら
え
て
行
動
す
る
力
で
す
。
こ
の
能
力
は
、
子

ど
も
や
若
者
の
自
信
や
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が

指
摘
さ
れ
る
中
、「
や
れ
ば
で
き
る
」と
考
え
て

行
動
で
き
る
力
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
３
つ
め

が
課
題
対
応
能
力
で
す
。
た
と
え
ば
算
数
の
授

業
で
、
子
ど
も
が
各
自
で
問
題
を
解
い
た
後
、

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
全
員
で
話
し
合
い
、
よ
り

よ
い
解
法
を
見
つ
け
る
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
学
校
現
場
で
は
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
能
力
は
、
自
分
が
行
う
べ
き
こ
と
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
う
え
で
必
要
で
あ
り
、
ま
た
従
来

の
考
え
方
や
方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
物
事
を
前

に
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
最

後
に
、
４
つ
め
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
で
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
社

会
に
貢
献
す
る
か
、
自
ら
主
体
的
に
判
断
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
力
で
す
。
こ
の
能

力
は
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
生
活
し
て
い

く
た
め
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
な
り
ま

す
。
以
上
４
つ
の
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し

た
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

以
上
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
概
要
と
な
り
ま

す
。
系
統
立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
各
学
校
で

計
画
さ
れ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
担
当
す
る
先
生
の

意
識
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
効
果
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

武
蔵
野
市
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
進
ん
で
お
り
、

職
場
体
験
の
ほ
か
、
小
中
学
校
で
行
う
＊
セ
カ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
確
か

な
学
力
の
定
着
・
向
上
を
目
的
と
し
た
少
人
数

指
導
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
間
も
協

同
学
習
の
時
間
を
多
く
設
定
す
る
な
ど
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
促
し
て
い
ま
す
。

[

文

[[

友
野
そ
の
子]

＊
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

学
期
中
に
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
長
期
滞
在
し
、
普

段
の
学
校
生
活（
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ク
ー
ル
）で
体
験
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
や
現
地
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操
や
感
性
、
知
的
好
奇
心
、

生
活
の
自
立
、
他
者
と
か
か
わ
る
力
等
を
育
む
取
り
組
み
。
昨
年
度
、
小
・
中

学
校
全
校
実
施
か
ら

年
の
節
目
を
迎
え
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た

前武蔵野市教育委員会指導主事前武蔵野市教育委員会指導主事
千代田区立神田一橋中学校副校長千代田区立神田一橋中学校副校長

三浦壮次三浦壮次さんさん

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
何
か
。
武
蔵
野
市
教
育
委
員
会
で
指
導
主
事
を
担
当（
取
材
時
）、

現
在
は
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校
副
校
長
を
務
め
て
い
る
三
浦
壮
次
先
生
に
、そ
の
定
義
や
ね
ら
い
、

武
蔵
野
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
よ
く
聞
く
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
い
う
言
葉
。
そ
の
ね
ら
い
や
想
い
を
実
践
す
る
た
め
に
、
学
校
は
何
を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
へ
一
番
伝
え
た
い
こ
と
と
は――――

、
ま
た
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

教
育
者
や
学
校
現
場
、
地
域
の
協
力
者
た
ち
、
そ
し
て
実
際
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、子
ど
も
の「
生
き
る
力
」を
育
む
た
め
の
も
の

将
来
自
立
し
た
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
伸
ば
す
４
つ
の
力

武
蔵
野
市
で
の
取
り
組
み

キャリア教育で伸ばす４つの力

①人間関係形成・社会形成能力

②自己理解・自己管理能力

③課題対応能力

④キャリアプランニング能力

キ
ャ
リ
ア
教
育
っ
て
？

20

子どもたちの将来を
“水“ 路づ路路 け”していしし ませんか

京都光華女子大学　
キャリア形成学部教授
女性キャリア開発研究センター長

加藤千恵さん

子どもたちが幅広い選択肢から自身の
キャリアを選べるよう、
私たち大人にできることは何でしょう。
キャリア教育やジェンダー学に詳しい
加藤千恵先生にお話を伺いました。

　私たちは自分で自分の進む道を選んでいると思いがちですが、性別

によって「選ばされている」ことがあります。同じ能力や適性があっ

たとしても、性別が違っていればその道を選んでいなかったかもしれ

ない、これが「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）によ

る水路づけ」です。

　小さい子が「病気の人を助ける仕事がしたい」と言えば、男の子な

ら医師、女の子なら看護師を思い浮かべませんか。「飛行機に乗る仕事

がしたい」と言えば、男の子ならパイロット、女の子ならＣＡ（客室乗

務員）というように。私たちは、その子が本当に医師に向いているのか、

看護師に向いているのかということより、性別による思い込みから、

自覚のないまま子どもたちの将来を誘導、つまり“水路づけ”してしま

うのです。

　私は小さい頃遊園地のゴーカートに乗るのが大好きでしたが、母に

「また乗るの？　女の子なのに？」と言われ、女の私がゴーカートに乗

りたがるのは好ましいことではないと感じました。もし私が男だった

らもっと乗せてもらえたかもしれません。車のおもちゃや本を買って

もらって、運転や操縦の仕事を目指していたかもしれません。でも私

はそうした道があることも思いつきませんでした。男に生まれていた

ら見えていた道が、女に生まれたために見えなかったということです。

　デパートのおもちゃ売り場は男女で棚がはっきり分けられています。

私は自分の娘たちに自由におもちゃを選ばせました。彼女たちは、人

形やままごとセットも選びましたが、刀やピストル、ラジコンも選び

ました。男か女かではなく、自分が興味関心をもったおもちゃを選ん

だということでしょう。

　子どもたちの可能性を拡げていくためにも、私たち大人が少しずつ

ジェンダーのメガネをはずしていくことが大切です。思い込みから自

由になる。その意識をもっていれば、性別にかかわりなくその子の適

性からキャリア（人生）を選ばせてあげることができると思います。

                                                                  　　 ［取材・文 丸山麻帆］
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長
谷
川
先
生（
以
下
長
谷
川
）昨
年
９
月

８
〜
10
日
に
実
施
さ
れ
た
職
場
体
験
の
目

的
は
、

①
働
く
こ
と
の
社
会
的
な
意
義
や
役
割
を

体
験
し
て
学
ぼ
う
。

②
実
際
の
職
場
で
働
き
、
将
来
の
職
業
選

択
に
生
か
そ
う
。

③
職
業
生
活
を
営
む
上
で
、
大
切
な
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
知
ろ
う
。

④
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
深
め

よ
う
。

の
４
つ
で
、
こ
れ
に
そ
っ
て
進
め
ま
し

た
。
前
年
度
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
意
欲
が

な
い
状
態
だ
と
よ
い
経
験
が
で
き
な
い
と

考
え
、
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
大
事
に
し

ま
し
た
。
ま
ず
体
験
希
望
先
職
種
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
、
傾
向
を
見
て
新
し
い
所
も

開
拓
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
先
を
た
く
さ

ん
用
意
し
、
102
名
全
員
が
第
１
か
第
２
希

望
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

百
瀬
先
生
（
以
下
百
瀬
）
今
ま
で
は
学

校
が
事
前
に
用
意
し
た
事
業
所
か
ら
選

ぶ
、
と
い
う
や
り
方
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
は
生
徒
が
体
験
し
た
い
職
業
に
合
わ

せ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

長
谷
川

動
物
病
院
と
カ
フ
ェ
は
希
望
が

多
か
っ
た
の
で
、
頑
張
っ
て
増
や
し
ま
し

た
。
幼
稚
園
・
保
育
園
も
。
警
察
官
志
望

で
も
、
１
人
は
ラ
ー
メ
ン
屋
で
１
人
は
保
育

園
を
選
び
、
結
局
、
警
察
署
へ
行
っ
た
の

は
１
人
で
し
た
。
聞
く
と
「
警
察
官
に
な
り

た
い
け
ど
、
あ
え
て
違
う
体
験
を
し
た
か

っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
な
か
に
は
保
育
士

に
な
り
た
い
か
ら
保
育
園
、
本
が
好
き
だ

か
ら
本
屋
、
自
然
が
好
き
だ
か
ら
農
業
を

選
ぶ
子
も
い
ま
し
た
。
ど
の
事
業
所
も
好

意
的
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

百
瀬

学
校
に
よ
る
の
で
す
が
、
職
場
体

験
に
限
ら
ず
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
、
１
年
の
進
路
学
習
時
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
知
る
と
と
も
に
レ
デ

ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
適
性
検
査
）を
行
い
、

ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い
る
の
か
を
調
べ

た
り
、
自
分
の
将
来
や
働
く
こ
と
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
２
年
の
事
前
学

習
で
は
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
叱
ら

れ
な
が
ら
、
充
実
し
た
職
場
体
験
す
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
た
り
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
方
に
マ
ナ
ー
講
習
会
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
い
さ
つ
や
お
辞
儀
の
仕
方
、
発

声
、
礼
儀
や
言
葉
づ
か
い
、
電
話
の
か
け

方
な
ど
を
習
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま

え
て
「
仕
事
に
行
く
」
と
い
う
意
識
を
高

め
、
体
験
後
に
は
お
礼
状
を
書
く
こ
と
も

指
導
し
ま
し
た
。

長
谷
川

職
場
の
方
と
学
校
と
で
事
前
に

段
取
り
を
し
て
い
て
も
、
生
徒
自
身
が
主

体
的
に
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
日
程
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る
の
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
、
電
話
の
か

け
方
を
は
じ
め
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
で
何

を
確
認
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
力

を
入
れ
指
導
し
ま
し
た
。

百
瀬

学
校
か
ら
依
頼
す
る
と
生
徒
の
担

当
が
つ
く
の
で
、
繁
忙
期
だ
と
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
あ
と
課
題
と
な
る
の
は
他
校

と
の
関
係
で
、
重
な
る
と
受
け
入
れ
先
が

困
る
の
で
、
調
整
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

長
谷
川

体
験
後
に
各
々
画
用
紙
一
枚
に

ま
と
め
、
体
験
の
苦
労
や
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
自
分
の
人
生
に
役
立
っ
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。「
中
学
の
君
た
ち
が
で
き
る

仕
事
を
し
た
」と
褒
め
る
一
方
、あ
え
て「
全

部
準
備
を
し
て
も
ら
い
、
お
客
様
扱
い
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
中
で
う
ま
く
で
き
た

こ
と
が
大
き
い
。
今
回
の
こ
と
だ
け
で
、

仕
事
は
楽
だ
と
思
う
の
は
間
違
い
だ
よ
」

と
念
を
押
し
ま
し
た
。
日
頃
、
学
校
生
活

で
は
教
員
以
外
で
実
際
に
働
い
て
い
る
人

と
間
近
に
接
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
、

と
て
も
よ
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

[

取
材
・
文

杉
田
真
奈
美]

市
内
中
学
校
の
職
場
体
験
か
ら

市
内
の
中
学
校
で
は
、
進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
職
場
体
験
学
習
を
意
欲
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

市昨
年
度
、
職
場
体
験
学
習
を
担
当
し
た
市
立
第
一
中
学
校
の
百
瀬
一
郎
先
生
と
長
谷
川
美
穂
先
生
に

職
場
体
験
の
ね
ら
い
や
生
徒
た
ち
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

貴
重
な
職
場
体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

貴貴貴貴貴
僕
が
こ
こ
で
働
い
て
７
年
で
す
が
、
毎

年
、
市
内
の
学
校
だ
け
で
な
く
職
場
体
験

や
獣
医
研
修
の
依
頼
す
べ
て
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
病
院
に

は
c
r
e
d
o（
ク
レ
ド
）
と
い
う
基
本
理

念
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
地
域
社
会
へ
治

療
以
外
に
貢
献
で
き
る
も
の
は
貢
献
し
て

い
く
」
と
う
た
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
毎

年
６
〜

月
の
間
に

校
ほ
ど
１
回
２
〜

３
人
ず
つ
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
う
ち
の

病
院
は
現
場
と
事
務
局
に
分
か
れ
て
い

て
、
僕
が
生
徒
さ
ん
に
つ
き
っ
き
り
で
対

応
で
き
る
の
で
可
能
な
の
で
す
。

職
場
体
験
で
は
、
午
前
中
は
掃
除
や
病

院
で
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
の
世
話
、
カ
ル

テ
の
書
き
方
や
管
理
の
仕
方
を
学
び
ま

す
。
午
後
か
ら
は
病
院
の
検
査
を
見
た

り
、
実
際
に
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

動
物
が
来
た
時
に
獣
医
は
、
ま
ず
飼
い

主
に
話
を
聞
き
、
触
診
、
視
診
、
聴
診
器

で
心
臓
の
音
を
聞
き
ま
す
。
傍
ら
で
実
際

に
心
音
を
聞
か
せ
た
り
、
顕
微
鏡
で
染
色

し
た
白
血
球
や
赤
血
球
を
見
せ
た
り
、

C
T
画
像
の
説
明
す
る
と
、
生
徒
さ
ん
の

食
い
つ
き
が
す
ご
い
で
す
。
ま
た
、
オ
ペ

器
具
の
洗
浄
や
滅
菌
作
業
を
し
た
り
、
オ

ペ
室
は
ガ
ラ
ス
張
り
な
の
で
外
か
ら
オ
ペ

の
見
学
も
で
き
ま
す
。

職
場
体
験
の
打
ち
合
わ
せ
に
来
る
と

き
に
必
ず
伝
え
て
い
る
の
は
「
あ
い
さ

つ
は
し
っ
か
り
」
で
す
。
な
か
に
は
獣

医
や
医
者
志
望
の
子
も
い
て
、
彼
ら
に

は
検
査
と
か
実
際
の
雰
囲
気
を
学
ん
で

も
ら
い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。

体
験
後
に
お
礼
状
を
も
ら
う
と
本
当
に

嬉
し
い
で
す
。
こ
ち
ら
は
あ
ま
り
意
識
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
手
紙
の
中
で
「
生
き
物

を
扱
う
の
は
真
剣
勝
負
だ
」「
手
術
に
よ

っ
て
は
、
１
時
間
２
時
間
も
担
当
の
先
生

が
集
中
を
切
ら
さ
ず
に
や
っ
て
い
て
、
本

当
に
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
感
想
も

あ
り
、
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
再
認
識
し

ま
す
。

正
直
、
い
い
職
場
体
験
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
２
、３
年
で
す
。

そ
れ
ま
で
試
行
錯
誤
が
あ
り
、
人
が
足
り

な
か
っ
た
時
に
は
掃
除
だ
け
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と

今
は
徐
々
に
良
く
な
り
、
か
な
り
体
制
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

僕
が
引
き
継
い
だ
頃
は
、
体
験
後
に
感

想
を
聞
く
の
が
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
で
す

が
、
今
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く

れ
る
の
で
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
常
に

「
無
駄
な
時
間
は
過
ご
さ
せ
な
い
」「
将

来
こ
の
体
験
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、
続
け
て
い
ま
す
。

[

取
材
・
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毎
年
、
市
立
第
一
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
三
鷹
獣
医
科
グ
ル
ー
プ
の
白
岩
成
志
さ
ん
に

毎職
場
体
験
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

「
絶
対
に
無
駄
な
時
間
は
過
ご
さ
せ
な
い
」と
い
う
心
づ
も
り
で

「

武蔵野中央幼稚園での職場体験

スターバックス コーヒー アトレヴィ三鷹店

飲食業：麺類そば・うどん・
　　 ラーメン、ファースト
　 フード、喫茶、洋菓子、
　　 その他製造販売

小売業：書店、スースス パー、コンビニ、
　　　 昆虫店、鮮魚店
マンガ編集
レンタル業：書籍・CD・DVD
自動車整備整整 ／駅・車両清掃／
スポーツクラブ／ブブ 整体／美容院／
ホテル／ルル 学校用務／郵便局／
消防／警察／動物病院／
幼稚園・保育園／図書館／農業

平成27年度
職場体験受け入れ先

百
瀬
一
郎
さ
ん

武
蔵
野
市
立
第
一
中
学
校
教
諭

長
谷
川
美
穂
さ
ん
武
蔵
野
市
立
第
一
中
学
校
教
諭

三鷹獣医科グループでの職場体験

三鷹獣医科グループ　
前事務局長

白岩成志さん
なる し

の職場体験書店での

　客という立場ではなく、お店側か
ら見ることで新しい発見があった。
待ち時間が短くスムーズに買えるの
は、自分から仕事を見つけ行動して
いるからだとわかった。また、自分が
ミスしても助けてくださり、周りのこ
とを気遣えるので、私もそういう人
になれるよう日々の生活を送りたい。

　マンガ編集の所へ行ったが、自分
のイメージと違い、全員が明るく楽
しそうにやっていた。すごく地味で
単純作業の繰り返しだけど、自分の
やりたいことをやっていたので、自
分も将来やりたいことをしたいと
思った。

　働いてみて、責任の重さについて
考えるとてもよい機会になった。親
への感謝の気持ちが強くなり、私達
のまわりに物がたくさんあるのは親
が働いてくれているおかげだと改め
て実感。社会で生きる上でのマナー
やルールについて深く知り、学ぶこ
とができた。

　仕事の大変さや社会の厳しさを学
んだ。「社会人として精一杯頑張らな
くてはならない」と感じながら仕事
をした。体験前は「仕事は自分の生
活のためにする」と思っていたが「国
を支える必要な行為」で、重労働だし、
大人にしかできないと再認識した。

　書店でふだん何気なく買っている
ものでも、多くの人がかかわり、た
くさんの工夫がしてあることを実感。
また仕事をしている大人を近くで見
て、好きな仕事をし熱心に働き、かっ
こいいと思った。

　保育士は子どもの世話だけでなく、
一人ひとりの好みを把握し、おもちゃ
を作ったり、親へ報告など大切な仕
事をしていることを知った。体験を通
し、責任をもって働くこと、職場の仲
間との助け合いの大切さを学んだ。

　あいさつは簡単だと思っていたが、
大勢の前で大きい声でするのは難し
かった。接客のときに、誰にでも笑
顔で仲良く話すのが普通にでき、す
ごいと思った。仕事は楽ではないが、
その苦を乗り越えた後にいいことが
あると知った。

　仕事を的確に行うことも大切だが、
相手の気持ちになって考え、最高の
サービスを全力で行うことが大事だ
と気づいた。

キ
ャ
リ
ア
教
育
っ
て
？

学校側学校側学
生徒たち
の感想

11

10

　動物病院で飼い主への対応を学ん
だ。私も病院へ行く時は不安になっ
ているので、動物の病気を治すだけ
でなく、飼い主の心のケアも大切だ
と思った。

職場体験をした
第一中学校の生徒さんの
感想から一部抜粋しました
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『i isakaii

』
の
制
作
に
た
ず
さ
わ
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

石
井

大
学
の
先
輩
か
ら
誘
っ
て
も
ら
い
、
編

集
経
験
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
面
白
そ

う
だ
な
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

岡
本

私
も
バ
イ
ト
先
の
先
輩
に
声
を
か
け
て

も
ら
い
、
以
前
か
ら
編
集
の
仕
事
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
引
き
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

武
蔵
境
に
は
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
す
る

前
に
武
蔵
境
の
街
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。

実
際
に
や
っ
て
み
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
す
か

石
井

す
べ
て
が
新
鮮
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
名
刺
の
渡

し
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
企
画
、
取

材
の
ア
ポ
取
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
全
て
自
分

で
や
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
初
対
面

の
人
か
ら
ど
う
や
っ
た
ら
話
を
う
ま
く
引
き
出

せ
る
か
、
自
分
な
り
に
考
え
臨
み
ま
し
た
。
ま

た
、
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
吹
き
出
し
を
入
れ
た
り
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
読
者
の
目
を
引
き
、
そ
こ

か
ら
本
文
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
工
夫
し
ま
し
た
。

岡
本

私
は
ま
だ
始
め
て
３
週
間
ほ
ど
（
取
材

時
）
で
す
が
、今
、ペ
ー
ジ
構
成
、取
材
先
の
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
簡
単
な
ラ
フ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
を
た
く
さ
ん
読
み
、
誌
面
作
り
に
つ
い
て
、

こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
な
と
自
分
で
は
わ
か
っ
た

つ
も
り
で
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は
と
て
も
難

し
い
で
す
。
そ
れ
に
、
大
学
の
授
業
の
レ
ポ
ー

ト
を
出
さ
な
い
の
は
自
分
が
困
る
だ
け
で
す

が
、
原
稿
が
期
日
に
間
に
合
わ
な
い
と
他
の
人

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。
責
任
が
格
段
に
違

う
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

『iisakaii

』
で
の
経
験
に
よ
り
、
今
後
の
自

分
を
考
え
る
上
で
何
か
変
化
や
影
響
が
あ
り
ま

し
た
か

石
井

来
年
就
職
活
動
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
「
仕
事
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
曖
昧
な
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
そ
れ

を
実
感
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
実
は
、

制
作
期
間
中
メ
ン
バ
ー
と
の
人
間
関
係
で
悩
む

こ
と
が
あ
り
、
正
直
嫌
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
れ
ば
い
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
大
学
の

所
属
団
体
で
役
職
に
つ
く
の
で
、
こ
の
経
験
を

『
ま
な
こ
』サ
ポ
ー
タ
ー
の

字
コ
ラ
ム

200

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
思
う
こ
と

相
手
を
想
い
共
感
す
る
こ
と

入
江
規
夫
●
関
前

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
、
共

感
と
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
こ
と
で
自
信
に
な
り
、
自
分
を
表

現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
視
点
に
立
ち
、
一
緒
に

遊
び
、
一
緒
に
学
び
、
一
緒
に
喜
び
、
寄
り
添
う
こ
と
で
共
感
が

生
ま
れ
ま
す
。
家
族
な
ど
身
近
な
存
在
に
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
に
な
り
、
自
分
を
信
じ
る
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

気
長
に
、
生
き
方
デ
ザ
イ
ン

市
川
優
花
●
吉
祥
寺
北
町

中
高
生
の
頃
、
思
春
期
真
っ
た
だ
中
の

自
分
と
違
い
、
大
人
は
迷
い
な
く
毎
日
を

生
き
て
い
る
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
。

結
婚
・
出
産
な
ど
、
環
境
や
考
え
方
に
変

化
が
訪
れ
る
に
し
た
が
い
、
30
、
40
代
を
ど
う
生
き
る
か
思
い

悩
む
こ
と
も
あ
る
。「
ど
う
生
き
た
い
か
」。
個
人
の
思
い
と
、

家
庭
・
仕
事
・
地
域
の
中
で
社
会
的
役
割
を
担
う
自
分
の
バ
ラ

ン
ス
。
大
人
は
も
っ
と
生
き
や
す
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
、

昔
の
自
分
に
ひ
と
言
。
生
き
方
を
描
く
の
は
一
生
か
け
て
。
あ

れ
こ
れ
決
め
つ
け
な
い
で
、
気
長
に
い
こ
う
！

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
帆

江
口
寛
美
●
吉
祥
寺
本
町

昔
は
祖
父
母
も
同
居
す
る
家
庭
が
多

か
っ
た
。
親
が
い
ず
れ
老
い
る
こ
と
も
体

験
か
ら
想
像
可
能
だ
っ
た
。
親
が
祖
父
母

を
支
え
る
姿
か
ら
役
割
分
担
も
学
べ
た
。

最
近
は
、
両
親
不
在
も
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
電
車
で
年

配
の
方
が
目
の
前
に
い
て
も
自
分
の
子
ど
も
を
座
ら
せ
た
ま
ま
の

母
親
。
外
食
中
に
子
ど
も
は
ゲ
ー
ム
、
親
は
携
帯
電
話
に
夢
中
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
？

学
校
、
社
会
に
問
う
前
に
、
ま
ず
は
私

た
ち
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
モ
デ
ル
に
な
る
努
力
を
す
べ
き
だ
と

思
っ
た
。

もしDVにあっているなら… 相談窓口をご案内しますもしDVにあっているなら 　相談窓口をご案内します（相談は無料です）（相談は無料です）

【配偶者暴力相談支援センター】
●東京ウィメンズプラザ
03-5467-2455（年末年始を除く毎日 9：00～21：00）

●東京ウィメンズプラザ（男性のための悩み相談）
03-3400-5313（祝日・年末年始を除く月・水曜 17:00～20:00）

●東京都女性相談センター多摩支所
０４２-５２２-４２３２（祝日・年末年始を除く月～金曜９：00～16：00）
●東京都女性相談センター
03-5261-3110（祝日・年末年始を除く月～金曜 9：00～20：00）

●警察（事件発生時）110番
●東京都女性相談センター
　03-5261-3911（夜間・休日のみ）

夜間・緊急の場合

●武蔵野市役所　女性総合相談 専門の女性相談員が対応します。
予約制 第2木・第４火（相談時間50分）予約専用 0422-60-1921

●武蔵野市役所　ひとり親・女性相談
0422-60-1850（祝日・年末年始を除く月～金曜 9：00～17：00）

●警視庁総合相談センター　03-3501-0110（祝日・年末年始を除く月～金曜 8：30～17：15）

教
育
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
分
野
で
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る
日
野
綾
香
さ
ん
に
、

ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
上
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
た
い

武
蔵
境
の
街
の
情
報
誌
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
『iisakaii

』。

そ
の
企
画
・
編
集
か
ら
配
布
ま
で
す
べ
て
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
た
ち
が
行
っ
て
い
る
。

『iisakaii

』
の
制
作
を
通
し
て
、
彼
ら
は
何
を
学
び
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
か
。

石
井
健
太
さ
ん
、
岡
本
夢
紬
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

責
任
が
格
段
に
違
う
と
実
感

子
ど
も
の
頃
か
ら
理
数
系
に
興
味
が
あ
り
、

高
校
も
理
系
コ
ー
ス
を
選
択
し
ま
し
た
。
私

の
学
年
に
は
理
系
の
女
子
も
半
数
近
く
い
ま

し
た
し
、
当
時
は
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
と
い
う
言
葉

も
な
く
、
自
分
が
特
別
と
い
う
感
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

就
職
を
見
す
え
、
大
学
で
は
情
報
理
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。
数
学
の
授
業
で
習
っ
た
理
論
的

な
こ
と
を
情
報
系
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

大
学
卒
業
後
は
、「
情
報
分
野
を
も
っ
と
広

く
応
用
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
教
授
の
勧
め
で
、

外
部
の
大
学
院
に
進
学
し
、＊
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
研
究
室
に
所
属
し
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
・
特
性
の
人
が
集
ま
る
複
合
的
な
分
野
な
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
攻
の
学
生
が
い
て
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
「
国
際
学
生
対
抗
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
し
、

私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
120
企
画
中
総
合
２
位
と

い
う
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
そ
の
経
験
に
よ
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
で
、
就
職
活
動
に

お
い
て
も
「
研
究
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
モ
ノ
を
作
る
側
に
ま
わ
り
た
い
」
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｔ
関
係
も
ま
わ
り
ま
し
た

が
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
仕
事
は
、
自
分
が
考
え
て
い
た
「
モ
ノ
を

作
る
」
こ
と
と
は
少
し
違
っ
て
い
ま
し
た
。
悩

ん
だ
末
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル

と
対
極
な
本
の
世
界
で
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
出
版
界
も
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
の
会
社

に
決
め
ま
し
た
。
理
系
の
大
学
院
卒
で
出
版
社

と
い
う
と
驚
か
れ
ま
す
が
、
新
し
い
分
野
で
自

分
が
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
ま
す
し
、
理
系
と

文
系
を
コ
ネ
ク
ト
で
き
る
と
い
う
面
も
お
も
し

ろ
い
で
す
。

理
科
の
実
験
を
動
画
で
再
現
で
き
る
も
の

や
、
現
在
地
の
星
空
を
ア
プ
リ
で
見
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
を
開
発
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
で
子
ど
も
た
ち
が
科
学

を
身
近
に
感
じ
、
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

就
職
活
動
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
せ
っ

か
く
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
、

で
き
る
だ
け
長
く
働
き
続
け
た
い
で
す
。

[

取
材

丸
山
麻
帆
／
文
・
イ
ラ
ス
ト

藤
田
和
香
子]

＊
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
仮

想
の
空
間
を
、
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
知
覚
さ
せ
る
技
術

東京女子大学現代教養学部数理
学科卒。東京工業大学大学院（知
能システム科学専攻）でバーチャ
ルリアリティの研究を行い、今春
より教科書会社でデジタル教科
書の企画開発に携わる

日野綾香さん

キ
ャ
リ
ア
教
育
っ
て
？

『iisakaii』１冊の制作期間は 2ヵ月です。

その限られた時間内で、社会人の仕事とし

てのスピード、着眼の仕方、構成、プレゼ

ンテーションなどさまざなビジネスシーン

を実感、体験し、自身のキャリア形成に役

立ててほしいと思っています。いわば、リ

アルなインターンシップです。学生の参加

目的は、スキルアップ、編集のノウハウを

知りたい、やりたいことを探したい、など

千差万別ですが、『iisakaii』“卒業”時には

ひとつ共通して言えることがあります。そ

れは「自信」です。みんなすごく自信にあ

ふれた話し方や表情になっているのです。

そして、その瞬間に立ち会えることは、私

にとっても大きな喜びです。

『iisakaii』編集長
㈱スイベルアンドノット
ディレクター　

武政涼斗さん
たけまさ りょうと

石井健太さん
亜細亜大学３年生
『iisakaii』
16 号を担当

岡本夢紬さん
明治大学３年生
『iisakaii』
17 号を担当

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
な
ど
で
活
か
し
た
い
で
す

し
、
就
職
し
て
か
ら
も
き
っ
と
役
に
立
つ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
は
ま
だ
明
確
で

は
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、『iisakaii

』
の
お

か
げ
で
出
版
業
も
考
え
て
み
よ
う
か
な
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
す
。

岡
本

私
は
一
歩
踏
み
出
す
の
に
け
っ
こ
う

時
間
が
か
か
る
タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、
今
回

た
ま
た
ま
興
味
の
あ
る
分
野
で
声
を
か
け
て

も
ら
い
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
て
み
る
と
、

『iisakaii

』
で
の
毎
日
が
楽
し
く
、
と
て
も
有

意
義
で
す
。
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
興
味
の

な
い
こ
と
に
で
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

[

取
材

友
野
そ
の
子
／
取
材
・
文

矢
後
麻
美]

『iisakaii

』
2
0
1
0
年
８
月
創
刊
の
武
蔵
境
の
街
の
魅
力
を
紹
介
す
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。
年
４
回
、
各
号
1
万
部
を
発
刊
し
て
い
る
。
日
本
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
大
賞
「
地
域
密
着
部
門
優
秀
賞
」（
2
0
1
3
年
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

部
門
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
」（
2
0
1
4
年
）。
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
、
武
蔵
境
駅
、
飲

食
店
、
病
院
、
大
学
な
ど
で
配
布

ゆ
つ
み

ゆ
つ
み

イ
イ
サ
カ
イ

『iisakaii』編集長の
武政さんに聞きました



＊ S T A F F ＊
サポーター　市川優花　入江則夫　江口寛美
　　　　　 　岡田礼子　神谷奈央子
企画・取材・編集　杉田真奈美　友野その子　藤田和香子  
　　　　　　丸山麻帆　矢後麻美　市男女共同参画担当職員
編集協力　栗原 毅
表紙デザイン　ふじわらりわ
レイアウト    上田ジュンコ
印　　　刷　シンソー印刷株式会社

生
き
方
・
い
ろ
い
ろ
・
ゆ
た
か
な
人
生
～
男
女
共
同
参
画
from

む
さ
し
の
 『
ま
な
こ
』
第
97号

         
企
画
・
発
行
:武
蔵
野
市
市
民
部
　
市
民
活
動
推
進
課
　
男
女
共
同
参
画
担
当
　
2016年

8月
発
行
　
〒
180

-8777　東
京
都
武
蔵
野
市
緑
町
2-2-28　

TEL：
0422-60

-1869（
ダ
イ
ヤ
ル
・
イ
ン
）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

編集　＊ 後記

『まなこ』は文字通り「眼」。人やまちや文化や地球を、男女共同参画の視点＝「まなこ」で見ていこう！という思いで名付けられました。
1991年創刊以来、市民が企画･編集にかかわっています。

まなこ

◎
綴
じ
込
み
返
信
は
が
き
で
、
ご
意
見
や
ご
感

　

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
次
号
は
平
成　

年
、

　
　

月
初
旬
発
行
予
定
で
す
。

今
回
は
、
学
校
か
ら
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
生
徒
の

リ
ア
ル
な
感
想
も
聞
け
、
感
謝
感
謝
で
す
。大
人
で
も
職
場

体
験
が
で
き
る
な
ら
、ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
。（
杉
田
真
奈
美
）

三
浦
先
生
取
材
後
、
小
１
の
娘
と
キ
ッ
ザ
ニ
ア
へ
。ど
の
子
も
目

を
輝
か
せ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

働
く
の
が
楽
し
い
！
　　
と
い
う
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
で
皆
育
っ

て
ほ
し
い
。　　
　

　
　
　
　　
　
　
　
　　

（
友
野
そ
の
子
）

編
集
委
員
に
な
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
新
た
な
学
び
の
機

会
。学
び
続
け
る
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
は
「
勉
強

し
ろ
」
と
い
う
よ
り
効
果
的
！
…
と
信
じ
た
い
。　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
藤
田
和
香
子
）

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
、
大
人
が
レ
ー
ル
を
敷
く
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
と
自
主
性
を
尊
重
し
た
上
で
な
り

た
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。こ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
子
ど
も

達
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
丸
山
麻
帆
）

何
で
も
自
分
に
ぴ
っ
た
り
合
う
も
の
を
探
す
の
は
難
し
い
。ま

し
て
や
、
一
生
の
仕
事
と
な
る
と
簡
単
に
は
い
か
な
い
。子
ど

も
に
は
、若
い
う
ち
か
ら
興
味
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
自
分
の
将
来
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。そ
の
過
程
も
素
晴
ら
し
い
、
人
生
の

キ
ャ
リ
ア
の
ひ
と
つ
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。　

　
（
矢
後
麻
美
）

manako 2016.88

『まなこ』は市役所、市政センター、図書館、コミュニ
ティセンター、駅、医療機関、美理容院、大型店舗、金
融機関、おふろやさんなど市内の約450か所に置いてあ
ります。バックナンバーをご希望の方は、市民活動推進
課男女共同参画担当まで。

市民活動推進課 男女共同参画担当から

12

平
成

サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
！

年
度　『
ま
な
こ
』サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

■
市
川
優
花（
30
代
）吉
祥
寺
北
町
在
住

　

子
育
て
一
年
生
。仕
事
を
含
め
生
活
に
多
く
の
変
化

　

が
。
男
女
共
同
参
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

　

学
び
、
あ
ら
た
め
て
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
を
見
つ

　

め
た
い
で
す
。

■
入
江
規
夫（
30
代
）関
前
在
住　

　

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
、

　

地
域
と
の
か
か
わ
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

　

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
江
口
寛
美（
40
代
）吉
祥
寺
本
町
在
住

　　　　　　　　　　　　　　
　

の
出
産
。子
ど
も
の「
か
あ
ち
ゃ
ん
」の
声
を
宝
物

　

と
し
て
、
笑
顔
で
子
ど
も
に
振
り
向
く
暮
ら
し
を
大
切

　

に
し
た
い
で
す
。

■
岡
田
礼
子（
60
代
）吉
祥
寺
南
町
在
住

　

男
女
共
同
参
画
、
堅
く
難
し
い
響
き
で
す
が
具
体
的
な

　

テ
ー
マ
は
、
身
近
な
こ
と
ば
か
り
。さ
び
つ
い
た
頭
を

　

活
性
化
す
る
き
っ
か
け
と
期
待
大
で
す
。

■
神
谷
奈
央
子（
30
代
）吉
祥
寺
南
町
在
住

　

出
産
・
育
児
を
通
し
て
男
女
が
共
に
協
力
す
る
こ
と

　

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。微
力
な
が
ら
自
身
の
経

　

験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

２8

◉男女共同参画推進団体活動補助金について
　男女共同参画推進団体が男女共同参画社会の
実現に向けて行った研修・調査・研究等の活動
に対し、活動の活性化と市の施策の推進を目的
として、経費の一部を補助しています。
　補助金の交付は、１団体各年度 1回､上限 5 万
円です。申請団体が多数の際や審査結果により、
交付されない場合もあります。手続きは市民活
動推進課へお問い合わせください。
平成27年度７団体実施（①団体名②内容）
＊①HBB(Happy and Boon Buddy) ②講演会
「社会的養護について学ぶ～地域社会でできること～」
＊①武蔵野ブラショフ女性問題研究会 ②シンポ
ジウム「皆は同じ、でもその実違う」
＊①NPO 法人保育サービスひまわりママ内ひま
わりママ　②講座＆ワークショップ「きっとあるあ
なたの楽しい未来図～地域の中で支え合って～」
＊①共同参画むさしの　②上映＆監督トーク「百
合祭」
＊①ゆう3　②講座「パパ＆ママとおもちゃをつ
くってあそぼう！Part2」
＊①らっこの会　②講座「ユング心理学から見
たジェンダー～自分らしく生きるために」
＊①日本の歴史と教育を考える会　②講演会「育
メン・育ジイの果たす役割について」
◎平成 28 年度の男女共同参画推進団体登録は22
団体です。（平成28年６月１日現在）

キャリア教育って？
◉男女共同参画フォーラム2016を実施しました
・記念講演会「子どもの貧困を考える」(6/21)
・クラシック音楽とジェンダー（6/18）
・オトコの地域活躍 in むさしの (6/19)
・データを職場環境改善のチカラに in 東京 2016
　(6/19)
・ネパール女性の活躍に見る震災復興と自立への
　道 (6/20)
・やりたいことを実現させるためのコミュニケー
　ション術☆ (6/24)
・親の知らない、中高生のリアル ＪＫビジネスの
　危険　（6/24）
・あなたの「からだ」の声、聞こえていますか（6/25）
・ネファリアス～売られる少女たちの叫び～　
　(6/25)
・ＬＧＢＴの子どもの過ごしやすい地域について考
　える（6/25）
・パネル展示(武蔵野プレイス：6/18～27、市役所：
　6/28～7/4)
※詳細レポートは「そよ風」54号をご覧下さい！

【お詫びと訂正】『まなこ』96号 (平成 28 年３月
発行 )５ページ図「就学援助についての問合せ」
に誤りがありました。お詫びして訂正します。
誤）教育支援センター　TEL 0422-60-0899
正）教育支援センター　TEL 0422-60-1899

市民部市民活動推進課　男女共同参画担当
〒180-8777　武蔵野市緑町 2-2-28 
TEL　0422-60-1869    FAX　0422-51-2000
E-mail　SEC-KATSUDOU@city.musashino.lg.jp  
URL  http://www.city.musashino.lg.jp

○キャリア教育とは、子どもの「生きる力」を育むためのもの
○子どもたちの将来を“水路づけ”していませんか
○市内中学校の職場体験から
○責任が格段に違うと実感
○デジタル教科書で子どもたちの可能性を広げたい

P2

P3

P4

P6

P7
２8

活動補助金事業を紹介します
企　画：講演会「ユング心理学から見たジェンダー
　　　　　　　　～自分らしく生きるために」
日　時：２月29日 (月 ) 14：00～16：00
会　場：クラフトハウスばく
講　師：早乙女紀代美（白百合女子大講師
            ・ユング研究会相談室カウンセラー）
参加者：24 名
主　催：らっこの会

男性 4 人を含む20～80 代と幅広い年齢層の市
民に参加いただき、講師のパワフルで楽しいお話
を伺いました。自分の生きづらさの原因をさぐるこ
とで、「親」や「女性」という役割、ジェンダーにとら
われず、女性も男性も自分らしく生きる力＝自己肯
定感を育むヒントをいただきました。他市で講師の
講演会を開催している団体の参加もあり、情報交
換をすることもできました。

　むさしのヒューマン・ネットワークセン
ターは、武蔵野市の男女共同参画推進の拠
点として、性別等にかかわらず誰もが自分
らしく生きられる社会の実現を目指し活動
しています。男女共同参画に関する情報の
提供、各種講座の開催などを行っています。
また、センターの会議室やフリースペース
では登録団体の方々をはじめ広く市民の
方々の自主学習会や交流などが行われてい
ます。どなたでもご利用できますのでお気
軽にお越しください。

ご存知ですか？
「むさしのヒューマン・ネットワークセンター」

▶講座の詳細・お申し込みは市報やセンターの
　ホームページをご覧ください！
　http://www.mhnc.jp/

＜これからのセンター主催講座予定＞ 
10月  1日（土）「男女共同参画をめぐる地域での
　　　　　　　　　センターの役割（仮）」
10月29日（土）「最近「男」もつらいのはなぜなのか？（仮）」
11月12日（土）・19日（土）モラハラ・DV連続講座
　　　　　　　　～子どもへの影響（仮）
11月20日（日）「シネマプレイス with ヒューマン（仮）」
　　　　　　　　（プレイスとの共催）
11月26日（土）ディズニーアニメで学ぶメディアリテラシー

＜センター利用案内＞
◆住　　所：武蔵野市境2－10－27　武蔵境市政センター2F
◆TEL/FAX：0422-37-3410　
◆E -ma i l : mhnc@tokyo.email.ne.jp
◆開館時間：月～土曜日　9:30～17:00
◆休 館 日：日曜日・祝日・年末年始
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企画・発行　武蔵野市市民部市民活動推進課　男女共同参画担当

（
五
十
音
順
）

40
歳


